





































































』 『 四 ノ 切
』『吃又
』 『 鳴 神 』
『 身 替 座 禅
』『隅田川















ス ト ー リ ー を 知 っ て い る こ と を 前 提 と
し た パ ロ デ ィ ー で あ り 、
(:·…)文化
的 基 盤 の 異 な る 外 国 人 に と






























と い う 、
あまりに日本人的心情が理解されにくい。


























































つ ま り 、

























と く に 、
『俊寛
』 の 幕 切 れ 部 分 の 演 技 · 演 出





















台 と そ の 舞 台 が 呼 び 起 こ す 感 興 の 実 態 を 立 体 的 に 提 示
してみたい。
それによって、
現 在 の 歌 舞 伎 の 演 技 の 傾 向
とそ







歌 舞 伎 座 新 装 開 場 の 六 月 公 演 は
印象に残るものであった。
その舞台に対するふたつの劇評をあげる。
幕 切 れ の 岩 組 み で の 古 右 衛 門 の 全 身 か ら は 、
諦 観 で も 、
島 に
















( … · : ) そ の 結 果 俊 寛 の 顔 に 明 る さ が 浮 か ぶ
。絶
望ではなく希望。
( : · · : ) 私 は そ の 俊 寛 の 、

































じ 舞 台 に 対 し て 、
こうも相対立するような劇評がな
らぶ。























然 と な っ て い る 」 （ 渡 辺 保 ）
ニ ― ) 、 「
心理







俊 寛 と し て 存
在 す る か の よ う な 自 然 さ を 感 じ さ せ る の だ 」 と ( - 三 ） 。
吉 右 衛 門 が せ り ふ や 身 振 り を 通 し て 「
俊 寛 」 を
見 事 に 描 き 出
している、
といえば事実はそうであるにちがいないのだが、






そ う い う 動 き を す る 俊 寛 と い う 人
間がいる、










こ れ は 吉 右 衛 門 の 演 技 に 対 す る 評 と い う よ
光 秀 、
二 月 の



















だ か ら 、
文 字 通 り 一 回 性 を 共 有 す る 観 劇 体 験 と 呼 び う る も の だ と 思 う 。
どの役者のどの舞台







な ぜ か 、
観 客 の ひ と り ひ と り が 個 別 に 舞 台 に 向 き あ う よ う な 一 種 独 特 の 空 気 感 が あ る 。
犬 丸 と 渡 辺 の 評 が 並 び 立 つ の は 、
そう






















吉 右 衛 門 の 描 く 俊 寛 は 、
も は や 武 人 の 名
残 を も た ず 、
たえず打ちひしがれながら一線の希望を求
め
て 迷 い 続 け る 哀 れ な 男 で あ る 。 「 俊 寛 が 乗 る は 弘
誓の船、
うき世




船 を 見 送 っ
た あ と に 、
「思い切っても
凡 夫 心 」 で 岩 に
の ぼ る 。




か れ る 。





門 は 浄 瑠 璃 の 本 行 ど お り に 演 じ て い る か ら 、
岩に上るまではまぎ
れ も な く
「
凡夫心」









そ の 演 技 の 延 長 上 に 求 め る な ら ば 「
悲 哀 」 で し か な い 。
静 止 し た の ち に も
、 「
悲 哀 」 の 余 韻 が 残 る か ら だ 。







































渡 辺 が 見 誤 っ て い
るというのではない。
そうした願望を投影しうるような透明感と穏やかさと深みを吉右
衛 門 の 俊 寛 が も っ て い る の
だ 。
だから渡辺は「明る




思 う 。 「






吉 右 衛 門 の 俊 寛 と 渡 辺 の 評 の あ い だ に 生 ま
れたのだ。幕切














































島 で の 生 活 で 体 力 は 弱
っている。
そういう中年の男である。















三 郎 の 俊 寛
には人間としての誇りが見えた。
し か し 、
本当の孤独は皆が乗った
船が去ってからである。「おーい、





悲 し み 、
寂蓼感がこもった。





















二 月 の 歌 舞 伎 座 さ よ
なら公演がそうであった。





三 郎 は 浮 か べ
ていた。亀岡による勘
三 郎 の 芝 居 の 運 び の 再 現 は ま ち が い な い も の と
思う。
そ の 舞 台 か ら 受 け る 印 象 も 筆 者 と お な
じである。「



















』 は も と は 人 形 浄 瑠 璃 で あ
るから、「
ほ ほ え む 」 こ と は
浄 瑠 璃 で 語 ら れ な い か ぎ
り 、












む し ろ 、
みずから「
鬼」となることを選択したとするのが真っ当
な 解 釈 で あ ろ う と 思 う 。
歌舞伎の舞台におけ
る 俊 寛 の せ り ふ と




そ の せ り ふ や 本 行 の 表 現 よ り も 、
勘三郎の舞台では「
お ー い 、
おーい」の叫び声の









犠 牲 に な ろ う 」 ー ー 勘 三 郎 は そ れ を こ の 芝 居 全 体 の テ ー マ
としてとらえ、
そ の テ ー マ を 純 化 す る た め に 俊 寛 の 人 物
像 を つ く り あ げ た よ う に 受 け 取 ら れ る 。
も う ひ と つ
勘三郎に対する評を見よう。
さ か の ぼ る こ と 三 年 前 、
二 0 0 七
年十月新橋演舞場の公演である。






郎 は そ れ に 代 え る か の よ う に 岩 山 の 上 で 松 の 枝 を 自 ら へ し 折 っ て 激 し い 気 迫 を
見せる。
( ' • … ' ）








も の を 浮 か べ た か に 見 え る 幕 切 れ の
表情で、これに
よ っ て 俊 寛 の 人
間像と心境の在り様は全きものとなる。
（傍






い 切 っ て も
凡 夫 心 」 と い う 本
行 を 表 現 す る 代 わ り に 、
本 行 に は 何 も 書 か れ て い な い 松 の 枝 を 自 ら へ し 折 っ て 気 迫 を
見 せ る 。
そうして、
や は り 「
かすかに微笑みのようなものを浮かべ
る 」 と い う こ と は 、 「
こ れ で よ か っ た の た 」 と の
満 足 を あ ら わ す の だ ろ う 。
自 身 の 運 命 を 克 服 し て 自 己 犠 牲 を 完 遂 し 、
それに対





釈 と し て 、
これ
が説得力をもつとみなすのだろうか、





そ れ を 是 と す る 上 村 ）
の 解 釈
ては、
自 己 犠 牲 に
よ っ て 最 後 に 俊 寛 の 魂 が 救 わ れ る と い う こ
となのだろうか？
なるほど、











そ れ も 「 解 脱 」 を 遂 げ る た め に 通 ら な け れ ば な ら な い 苦 難 の 道
と い う こ と な の だ ろ う か ？
千 鳥 に 対 し て 言
う「三
悪 道 を こ の 世 で 果 た し 、
後世を助けてなぜくれぬぞ」
の 「
後 世 」 と は む ろ ん 「
未来」
「来





















ま や 乙 以 世 」 の 場 の よ う
である。「鬼界ヶ
島 」 で 「 三 悪 道 を
果 た す 」 と 言 い な が ら 、 「 鬼 」 と は な ら ず 、











の 舞 台 に 対 し 、
ま た そ の 舞 台 か ら 、
観客
が 観 客 な り の 想 像 力 を 働
かせるような余地はな
い。
そ し て 、
筆者はこうした舞台はすくなくとも近松の『俊寛
』で は な い と 思 う わ け で あ る 。
・片岡仁左衛門の「俊寛」
現在、
中 村 吉 右 衛 門 と 並 び た つ 名 優 で あ る 片 岡














迫 る 孤 独 を 、
視線と「
お





る 姿 で 描 く 。
やがて岩上に這い上























近 松 の 書 ぎ 替 え た 俊 寛 は 情 の 人 で あ り 、
自己犠牲の道を選ぶ信念の男である。
仁 左 衛 門 の 作 る 俊 寛 像 も 、
何 よ
117 













































































































自 己 犠 牲 を 選 ぶ
信念の男」↓「
等身大の人間の弱さを持つ男」↓「




像 と し て 、
ま た
行動を支える心理の
































す る と 、
「近
松 の 書





と あ る が 、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































そ の 台 本 を
担当した演出家の戸部銀
作 か ら 指 示 を
受 け て 、
十三代



























追 わ れ て い た こ ろ の 、
翫右
衛 門 の 俊 寛 の 幕 切 れ 。









か の 誰 の 俊 寛 で も 、































































































だ か ら 、
「 お






















































































































































































































































































































































































































































































































































を な ん と か 乗 り 越 え た い と い う 思 い が
詰ま








現 実 を 観 客 た ち は
知っている。
だ か ら 、


















































衛 門 自 身 が 書 く 通 り 、
役 者
に









と 思 う 。
だ か ら こ そ 、
戸部













お け る そ の 場 か ぎ り の 観 劇 体 験 で あ っ た わ け で あ る 。
























































































































































































































































































門 は 本 行 の せ り ふ と 浄 瑠 璃 の 一 字
一句









い て い っ た の だ と 思 う 。























































































私 た ち 自 身 の














し か し 、
初代吉
右 衛 門 の 観 客 よ
りも、
現在
の 歌 舞 伎

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































→ 9 - " ＂土 俊寛は
なせほほえむ？
五六
五九
頁。
四六
＇
四七頁
。
渡辺
保「
20
19
年l
月新橋演舞場
海老蔵大
奮闘」
。
（二）
利根
川
裕
Iあらすし
で読む
名作歌舞伎
5
0』、
九0頁。
（二）
市
川
猿之助、
ニ
――
三
頁
。
同書、
二四
0
二四
一頁
。
同書、
二四
一頁
。
同書、
二四
二頁
。
•
• 
権藤
芳一
はこう
書い
ている
。
「す
いふ
ん、
いろいろ
な役
者か演し
ている
が、
物語自体
が感動
的で、
演る
方も見る方も、
熱が
籠っ
て
、
おお
むね
好評を
うる狂
言てある
」
（権藤
「古典劇
と
して
の歌
舞伎
勘九郎
の
『俊寛』
」、
九五頁
）。
念のために以
下
四
106 
俊党
はなせほ
ほえむ？
四
に『
俊寛』
のあ
らすじをあげる。
「平家滅亡
を企
て
た俊
寛、
成経、
康頼
の三
人は陰
謀が露
見し
て鬼
界ヶ島
に流される。
流罪
とな
って
三
年、
俊寛
は久し
ぶり
に康
頼
・成
経と出
会っ
て
、
康頼
から成
経が漁
夫
の
娘千
烏を妻に
した
と聞か
され、
抱貝
の盃に
山
の
水
で千
烏と親子
の縁
を結ぶ。
そこに
赦
免船が
到精す
る。
皆、
都へ
帰る
こと
が
でき
ると喜ぶ。
しかし
、
上使の瀬
尾太郎
の
読み上げ
る赦
免
状に
は俊
寛
の名前だ
けがな
い。
何か
の間
違え
では
ないか
と
詰め寄るが、
瀬尾
は受け
つけ
ない
。
もう
一
人の上
使の
丹左衛門
が俊
寛を含む
三名 帰
参が
かなう
ことを
伝える。
千鳥を
連れて総
勢四人
で船
に乗ろ
うとすると、
乗る
こと
がで
きるの
は一＿一名
だけで千
鳥を伴
うことはで
きな
い
と言われる。
三人し
て事
情を説
明し
て嘆願し
ても
、
瀬尾
は頑
としては
ね
つ
け、
さら
に俊
寛に
対し妻
の東
屋
の斬
首を聞か
せる
。
ひと
り取り残され
ること
を嘆く千鳥を見
て、
俊寛
は自分
に
代っ
て船に乗
るようにす
すめ、
怒る
瀬尾
の油
断を
みすまし、
その
腰刀を
抜い
て斬り
つけ
、
つい
に打ちとり、
自分
はこの
咎によ
っ
て島に止
まる
から、
代わり
に千
烏を乗せ
てく
れと
いう
。
そし
て、
去り
ゆく船を
名残
惜しく
見送
る」
以上。
（八
）
犬
丸
、八
七
＇
八
八頁
。
（九）
渡辺
保「
『俊寛』
『喜撰』
、
そし
て助
六」、
八一頁
。
(
10
)
高本、
一―
六頁
。
(―
-)
渡辺
「『
俊寛』
『喜撰』
、そ
して
助
六」、
八
一頁
。
（三
）
水
落「
―――
か月目
の豪
華公演」
、
八四
頁
c
(-――-
）
高本、
一
―六
頁
。
（一四
）み
なもとご
ろうは、
昨二0
一八
年
十一月
の
吉右衛門
の俊
寛に
ついて
、
その
「台詞
に、
俊寛
と
い
う人物
の人
生
の全
重量が懸か
った
重さ、
深さを感じた」
（みなもと、
四六頁
）
と書
くが、
まっ
たく
同
感で
ある。
その
舞台上
に、
人生
の全
璽量をも
った
人
物が存在し
ている
かのよ
うに
感じら
れる
のだ。
（一五
）こ
の
「間」
の強調は初
代吉右衛門
の型
とし
て次のよう
に説
明され
ている
。
「段切れ
の
『幾重
の袖
や』
でその
松
の枝が折れた
所で、
木（
ママ
）
の頭
とい
うことにな
り、
昔は
すぐ幕を引
いた
らし
いが
、
吉右衛門系
の型
では
、
さら
に十
分余情を
見せ
てから
、
近代
劇風
に幕を切
るこ に
なっ
ている
」
（戸
板、
九―二頁
）。
そして、
当代吉右衛
門に
つ
いて
は
、
「遠ざ
かる
船を茫
然と見送る
姿は、
すべ
て
の音を消
した短
い時
間が印
象的
であ
った
。
吉右衛
門の
こ
の間
は覚え
てお
きた
い」
（野
村、
七七
頁）
との
評が残
って
いる
が、
この
一
九九五年
十月国立劇場
の公
演こ
そ筆者
がはじめ
て
『俊寛』
で感
動した舞
台で、
そのま
っ
たく
無音
の
「間」
は忘れられ
ない
。
これ
が、
現在
の
吉右衛門
の舞
台に流
れ
る独特
の時
間の感
覚
をはじめ
て感じた舞
台であ
った
。
三()
Ben
jami
n
, 
p
.20 
I. 
（一七
）亀
岡
「錦絵
の
よう
な
光景
」、
（一八
）上
村、
―
二
四頁
。
10
七頁
。
1 05 
（元
）
亀岡
「白鵬
の
深化、
幸四郎
の衿
持」、
(
10)
森
西
、九
0
頁。
(-
l
l)
加賀
山、
七
―二
。
（二ニ
）
利根川
「孝夫初役
の
『俊寛
』」、
八八
＇
八九頁
。
(
-
）仁
左衛門
（当時孝夫）
は翌
一
九九三年
、
病気療養
て
丸
一年
舞台
に立
たなくなる。
そ
の直
前の舞
台であるか
ら、
体力が落ち
て
いたと
い
う可
能性
は
高
く、
そ
のぶんは
差し
引い
て見る
べ
きかもしれな
い。
（
一四
）
戸
部
、
ニヒ
頁
。
(―
丘
）そ
れ以
前の
十三
代目
仁左衛門
の俊
寛に
ついて
の劇
評を見
ると、
昭和
三0
(一
九五五）
年六
月御園座
の公
演に
つい
ては
「吉
右
衛門
そ
っく
り
の行
き方だが、
それを
巧みに
こな
して
いるのは
感心だ」
（前田、
九六頁）
、昭
和――
―八
(-九
六三）
七月
道頓堀文
楽座
の公演に
つい
ては
、
「採用し
てい
る従
来の台
本
（吉右衛門
系の
ようだが）」
（権藤
「仁左衛門歌舞伎
意
義と成果と」、
六
一頁
）
とあ
り、
いずれ
も初代吉右衛
門の型でや
ってい
たこと
が確認
できる
。
（三3
戸
部
、
―
―七
頁
。
（一七
）中
村翫右
衛門
『劇
団五十
年』、
三
二八
頁
。
（二
八
）「
演技
ノー ト
」
には
、
最後
の浄
瑠
璃のあと
の芝居
につい
て
こう
ある
。
「波
が下から俊
寛の
顔
へ当
たっ
た
思い入
れで
冷めた
いの
て俊
寛が
い●
と息を吹●返t
‘，再
び船
の
ほうを見る。
そし
てじ
いっ
と
見ていく
と、
笛の
音が
ひ
いー
と嗚
りはじめ
、
俊寛
のほ
ほえみ
がそ
のなか
から浮かび
出て、
幕が
お
ります
」
（中
村
翫右衛門
『歌舞伎
の演
技』、
一六
ニ
―六
―二頁
）。
別
の著
書で
俊寛
の
役作
りのひ
と
つとして
「白
い歯
」
をあ
げ、
「メ
キーャ
ップ
上は
損であ
って
も、
私の
場合は歯を磨
いて
出る。
まっ
くらな
中にラ
イム
ライトだ
けが絞られ、
かすか
にち
らりと白く
歯を光
らせ
てほほ
えむ：·…
これ
は俊
寛のテ
ー
マ
に関
する
こと
なので
付
記し
ておく
」
（中村翫右衛門
『芸話
おもち
ゃ箱
』、
―1
0
五頁）。
いずれも
「ほ
ほえみ
」
を強調す
る演
出
である。
（二九）
今井正
監督、
前進座制作
・出
演の映
画
『ど
っこ
い生
きてる
』
（新星映画社
・前
進座、
一九
五
一年
）
は、
当時
一
口五十
円の出
資者を募
って
制作し
た独立プ
ロの
原点
と
いわ
れる
映画
であ
る。
毎朝職
安の
窓口
に並び、
その日
の職にあ
り
つ
けるかどうか
と
いう
日々
をすご
す旦
雇労働
者の
一
家を
描いた
もので
、
最後
に
万策尽
きたと感じた父
親が
一
家心中を考え、
家族を遊園地
に連
れて
いく
。
長男坊が
池には
ま
っ
て溺れ
る。
父親
は池
に飛
び込ん
で長
男を助け、
背
中におぶ
っ
て歩
き出す。
その
顔に
「生
きて
いく
」
と
いう
決意が
浮かぶ。
翌日か
ら父
親はまた職
安の
窓口
に姿をあらわ
すよう
になる
。
その
場面
で映
画は終わる。
観客
か
ら「
暗すぎ
る」
「救
いかほしい」
と言われたと
いう
が、
いま
見れば、
おな
じ前
進
座による
山中貞雄監督
『人情紙風船』
(-九
三七
年）
よりは、
すくなくとも
「生き
ていく
」
選択を
する
結び
方は
「暗すぎ
る」
わけでは
ない
と筆
者は感じ
るの
たが、
幸せ
にな
る見
込みが
あるわけ
で
もなく、
相変
わら
ず
の貧し
い
日々
を予
感させ
る結
末が、
当時
の観
客には
「希
望がな
い」
と映
った
俊寛はなせほほえむ？
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とい
うこと
な
のだ
ろう。
同時代人
の感想が
そう
いう
もので
あ
った
とい
う
事実
は
おさ
えてお
かな
ければな
らな
い。
（三0)
中村
翫右衛門
『芸話
おもち
ゃ箱
』、
一九
五＇
一九
六頁。
（三一
）
水落
「感
慨
ぶかい
記念公演」
、二
七頁
。
言一
）
前進座
に
ついて
は
ある鼎
談で次のように
語ら
れている
。
「戸
板康
二
ら唯
かに
戦後
のある
時代に
は同
情
されるよ
うな出発点も
あった
。
東京
には
出し
てくれる
劇場が
な
くて、
ワラジをし
ばらくは
いた
。
(…•••)
／安藤鶴夫
�前
進座と
いう
と、
まず
ほろり
ときた
（笑）
。
合言葉だ
ナ。
しかし
考え
てみ
ると、
実際
は大人
なんだから
、
ぼく
らがなに
もそうほろりと
する
こ
とはな
い
んだ」
（安藤／
戸
板／利倉、
九一頁
）。
これは
一
九六
0年、
翫右衛門
の帰
国から五年
後のもの
である。
(-―-=-
）
渡辺
『戦後歌
舞伎
の
梢神史』
、
一七
0頁。
（三
四
）む
ろん、
初代吉右衛門
の俊
寛は
「ほほ
えむ」
俊寛と
は対
極にある
もので
あった
。
藤野
義男は
初代吉右衛門
の芸
談を紹
介し
て
いる
。
「幕
切れ
は新し
く工夫
を致し、
今ま
での
（ママ
）
深
い悲し
みと共に岩
山に上
って
船を見
送る
のが、
普通
でした
が、
私は悲
しむ余
裕もな
い程で、
ただ
茫然自失
し、
人間
の抜
殻の
様に
なっ
て見
送る事に致し
ました
」
（藤野義男、
五九
頁）
。
それ
までの
『俊寛』
を知り、
初代
の芸を知る当
時
の観
客は
その人
物造
形を劇的なも
のと
感じたと
いうこと
であ
ろう。
こ
の初
代の
演じ方
を―
―代
目も踏襲し
てい
るわけ
である
。
（三五）
たと
えば、
三代
目
猿之助が
ワー
スト
3
にあ
げた
『娘道成寺』
『車引』
『勧進帳』
に対し
ては
、
演じ
る役者
たち
の気
構
えはどう
であ
ろう。
『娘道成寺』
は女
形舞踊
の大
曲
中の最
たる
もの
であ
り、
『車引』
は荒
事、
和事、
実悪など
歌舞伎
の約
束事
の宝
庫で
あり、
『勧進帳』
にい
たって
は
名優に
よる
名
舞台
の
記憶も新
しく
何より規
矩
正し
い芸
の格が演じ手に
は要
求される。
それら
の舞
台に対し
て歌
舞伎役
者たちは今
後も、
覚悟を
も
って
挑戦
してい
気構え
であ
ろう。
それら
の演
目を演じ
るさい
に役
者た
ちは、
軽々
しく
自身
の解
釈を持ち
込もうと
はしな
いわ
け
である
。
『俊寛』
のよ
うな
一般
の
観客
に受け入れられ
る演
目に
おい
て、
役者
は
「仕勝手」
をやる。
そし
て今は
より
観客
に
「ウケる」
やり
方のほ
う
を継
承しようと
いうのが
大勢
のよ
うだ。
（三六）
落合清彦
は
『俊寛』
の劇
評に
こう
書い
ている
。
「現代
の日
本
人に、
果た
して
、
この
＂自
己ギ
セイ
“
の心
情と行動が、
どのて
いど
の共
鳴を得
るも
のか
。
飽食と
物量豊
富な現在只今、
日
本
人は
こ
の劇を、
どこ
まで
わが事
として見
るだ
ろうか」
（落合、
―――
―
頁）
。
ここ
での
「日
本
人」
に
は観
客
だけ
でなく
役者も含
まれる
と読まなければならな
い。
「飽食
と物
量豊
富な現
在只今」
を生
きてい
るのは
両者
ともにおなじ
である
。
しかし
、
その
結果、
『俊寛
』が
たんなる
「お
伽話」
にな
っ
てし
まうとしたら、
観客
にと
って
も役者
に
とっ
ても
知的に
は貧し
い時
代であると言
わね
ばならな
い。
